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本
書
は
原
名
を 

Island 

.

c
o
m
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n
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と
云
ひ
副
題
に 
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s
l
o
g
i
c
a
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Succession in 

H
a
w
a
i
i

 

と
あ
る
。
着
#
は

>
n
d
r
e
w

 

W
;

 

L
i
n
d

1

布
味
大
學
の
社
#
學
敎
授
で
あ
り
、
本
書
は
シ
カ
ゴ

.大
學
で
R
®
E••ハ
ー
ク
敎
授
指
導
下
に
あ
つ
て
ド

.ル

.ト
ル
論
文
と
し 

て
の
硏
究
の
成
果
で
あ
.る
。
此
'の
關
係
で
パ
ー
ク
敎
授
が
緖
言
を
寄
せ
て
ゐ
る
。

奴
、
本
書
の
硏
究
目
德
は
共
の
書
名
及
び
副
題
雊
び
に
著
盏
の
學
歷
の
示
す
機
に
布
哇
と

12S
C

ふ
島
.

g

社
#

の
社
#

.
生
態
的
硏
究
、
姝 

.に
亦
嗤
と
云
ふ
島
に
行
は
れ
る
人
問
社
會
の
举
態
的
速

.
續
の
經
過
を
社

#

^

的
に
明
か
に
し
ょ
ぅ
と
す
る
に
あ
る

0
:
元
來
、
虫
態 

學
と
ば
桢
物
學
上

.の
觀
念
.で
あ
.
つ
.
て
、
植
物

(

ー
般
ぬ
は
生
物

)

.の
钽
#

を
吖
心
と
し
て
、

±

地
、
:-
^

に
一
.定
の
.地
域
と
其
..の
上
に
坐
長 

す
る
植
物

(

又
は
生
物

)
Q
.

群
坐
關
係
を
靜
態
動
態
の
兩
方
面
に
つ
い
て
取
扱
ふ
學
問
で
あ
る
。
此
の
關
係
が
人
間
社

#

Q
:

場
八
n

に
於
い 

て
も
見
ら
れ
‘る」

の
.は
當
然
で
あ
る

0

,
又
生
態
學
的
硏
究
の

.重
心
は
動
熊
的
方
面
に
置
か
れ
る
。
靜
態
的
に

'
は
所
謂
均
衡
の
狀
態
.が
問
題 

に
な
な
が
、
.
.土
地
、
•社
會
及
び
周
圍
、
此
の
三
者
の
凡
べ
て
又
は
い
づ

.れ
か
の
變
化
に
ょ
づ
て
、
.庇
の
均
衡
が
破
れ
て
新
し
い
均
衡
べ 

.の
'動
き
が
生
ず
.る
。
之
れ
が
變
化

.で
あ
る
が
、
此
の
變
化
も
、
以
上
三
對

0

新
た
な
る
均
衡
へ
の

.動
き
に
外
な
ら
ぬ

0

.
此
の
三
笤
の
內 

.最
も
可
變
的
な
の
は
社
會
で
あ
る
。薇
し
社
會
の
素
材

_で
.あ
る
生
唇
又
は
人
沏
拟
坐
長
發
展
の
生
物
的
竭
程
に
あ
る
も
の

.
で
あ
る
か
ら
、
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な
る
？

當

ミ

つ

f

興

ト

メ

，

四

三

五

平

方

S

殊
に
之
れ
が
面
樹
に
し
て
最
大
四
、

_

_

!

除

| 1
_

違 

I

I

I
 
I

、
.產

的
 
I
n
 
象

“
r
i

M
' L
O

M

y
 

に 
i

d

 び

、
'
f

l

 
蓋

 

i

i

i

l

l

f

 

つ

^

i l
f l

w

f

 

I

 
れ
て
ゐ
な
_

は
？

？

 

I

I I
n

F

I

.

へ

.
ぐ
？

f

 

l

a

l叉

I

就
ぃ
て
個
別
的
具
體
的
記
述
が
！

。
例
へ
ば
土
地
の 

S

S
人
口
構
成
に
就
ぃ
て(

第
六
S

或

ひ

す

蟹

匕

.

1
 

奴

r

f

Q

I容

に

京

ぃ

て

(

第

體
的
に
見
て
、
硏
S

導

f

わ
へ
た
'
;
Uィ
ー
^

;

"

(

U

い

の
個
別
.的
記
述
を
見
出
す
。
し
か
し
、
全

下 

i

f

i l
i 
の
、
■

t l
l l
l l
l l
t s

れ
ば
、
I

I

 

 ̂1

奴
生
態
現
象
に
於
け
る要

！
：

が
、
土
地
と
社
會
と
周
阐
と
の
三
點
に

U

、
基
底
は
L

H

,
、
文
こ
、
b
. 
'
■

質
地
理
的
記
述
を
以
つ
て
S

す
る
の
I

f

 |

。
せ

1:「

1

貧

は

ニ

ナ

て

あ

る

力

故

に

先

？

地
の
地

の
？

f
 

f
 

f

'

I

A

の
地
位
の
變
化」

は

、
I

Q太
平
洋
中
に
於
け
る

麗

的
位
置
.

S
つ
て
f

は
じ
め
I

、
先
づ
土
地
篇
|

明
さ
れ
、
；1
に
生
物
及
び
人
間
寫
入

|

及
す
る
順
序
に
な
つ
て
ゐ
る
。 

H

笤
先
づ
土
I

會Q

成
立
が
蒙
。
布
哇
が
文
i

的
關
f

f

出
し
て
f
 Q

は
之
れ
か
ち
後
で『

太
平
f

廻
ぐ 

.
る
ょ
り
.衰

I

f

關

係

す

る

雷

な

？

、

根
本
的
I

響
を
受
け
た
.秦

ふ

I

で

浩

雪

I

f

れ

た

运

一

七

ぞ

牢
キ
ャ
ブ
テ
■ン
•
タ
ッ
ク
の
航
海
以
前
で
は
な
い』

.

.

.

(

七
頁)

.從
つ
て
之
れ
以
後
の
.布

證

は

第

三

の

要
因
、
即
ち
麗

-
.又
は
：
,r

な
る
世
界
と
I

係
I

違

影

響

を

8

1

る

事

栗

つ

た

。
換
言
す
れ
ば
、
营

時

以

後

Q

f
は
、
大
き
な
f

 •
世

鐘

き

の
8

內
I

る
位
1

0

る
事
と
f

、
從

つ
て
、
§

1

1

0

1

.に
就
い
て
の
み
、
亦

膂

理

解

す

I

が
出
來
る
譯 

と
な
つ
た
。
第

1

證

『

地
位
の

變
化』

は
此
の
間
の
_

及
び
推
移
を
輩
に
說

明
し
て
ゐ

る
。
第
二
章
以
後
は
第
5

に
發
展
ミ 

に
取
扱
は
れ
た
も
の
を
、
各
個
の
分
子
に
就
い
て
個
別
的
b
論
及
す

る
の
で
■あ
る
。
例
へ
ば
第
二

寧
に
於
い
て
は
、「

土
人」

Q.

問
題
、
 

土
人
襲

的

に

於

け

る「

土
地」

の
問
題
等
が
說
明
さ
れ

る
。
i

概
括
的

記
述
は
土
民
的
自
給
經
濟
と
S

慕

で

盡

き

る

。

.

し
か
し
歐
羅
巴
と
の
接
觸
I

て
ば
、，
當
然
此
の
.土
民
經
濟
の
體
制
が

破
れ
る
。
殊
に

布
味
が
先
進
資
本
主
義
國
の

農
業
植
段

地
と 

も
な
れ
ば
先
づ
第
一
に
土
地
問
題
が
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
が
第
三
寧
の「

土

地

濃

」

即
ち
外
人
土
地
所
有
の
問
題
で
あ
つ
て
-
.

.之
ゎ
が
當
然
土
民
經
濟
内
に
於
け
る
土
地
制
度
に
も
影
響
を
與
へ
裏
と
な
る
。
未
開
地
又
は
農
業
地
に
あ
つ
て
は
走
關
係
が
凡
ベ 

て
を
規

李

.る
I

f
 

K

つ

I

S

I
い

蕾

：は
興
の
土
地
の
中
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。

過
書
五
十
屯
間
に
土
地

.
 

の
使

i

び
豪

寂

い

S
:じ
た
變
f

 

■

 

t
e

記
述
す
れ
■

民Q

 

.
1や
明

か

に

ず

る
f

,

で
な
く
、
彼
等
が
建
設
し 

た
諸
洵
度

の
へ
.：彼
等
、の
生
活
す
る
社
會
の
型
、I

明
か
に
す
る
で
.あ
ら
ぅo 
.土
地
使
用
の
變
化
は
經
濟
關
係
に
於
げ
る
世
猓
網
I

於 

:

け

.る
布
繁
占
め

I
置
の
移
動
を

.
fに
は
少
し
抽
象
的
な
尺
度
で
は
.あ
ら
ぅ
が

“

9

上
f

そ
、
布
嗤
の
政
治
的
精
神
的
秩
序
が
建
て
ら
れ
て
'ゐ
■る
の
.で
，

る』
(

五
七
|
五
八
员)

。 

.

.
:

1

ニ
五 
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社

會
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坐
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か
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こ
一 

：

I
か

4

.

1に
於

い

て

.
S

は

舊

來

の

利

用

法

か

ら

全

然

、
'薪

規

な

用

法

へ

とi

移

す

る

。

一

農

法

に

於

い

て

示

さ

れ

S

 

.

裏

め

r

第
四
l

i

l

f(

蕾

I

地
の
i

る
利
用』

)

I

用
は
、

I

I

 

f
の
彩
作
に
現
は
れ
る
。
甚
栽
培
は
其
の
大
宗

I

る
が
、
甞
て
は
珈
琲
栽
培
が
囑
望
さ
れ
た
事
I

り
、
.或

ひ

は

領

、

I

 

の
栽
培
農
業
.も
着
手
せ
ら
れ
た
事
が
あ
るo

又
パ
ィ
，ン
ナ
ッ
ブ
ル
栽
培
は
.
近
來
に
：於
い
て
顿
み
に
勢
力
を
增
大
し
た
n

u

ゐ 

.る

.• 

°し
か

し

甚

栽

培

が

、
栽
培
植
民
地
と
，し
て
の
布
■
の
産
業
的
活
動
の
眼
目
で
あ
I

は
動
か
す
べ
く
も
な
い
。
雄
、
近
來
、

f 

.び
栽
培
農
業
か
I

謹

自

I

業
へ
I

移
f

f

見
逃
し
て
I

I

 

g

l

s篇

成

f

 

f

環
が
あ
M 

力

I

果
實
、
'搾
乳
製
酪Q
多
邊
的
I

接
消
耗
作
物
を
、
殊
に
ホ
.ノ
ル
ル
の
附
近
に
於
い
て
耕
作
す
る
矣
ふ
方
间
へ
の
拙
移 

は
4

.使
用Q

1

蠢

I

成
、
.
f

衰

的

_

作
物
か
ら
各
種
I

民
.地
的
I

へ
、
更

に

浮

地

方

的

I

I

へQ

循
環
M 

デ
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
魔

作

物

の

f

耕
地
.を
、
印
々
輸
入
さ
れ
る
野
菜
、
S

、
.製
酸
，
家
禽
作
物
の
、
五

百

盏

、

-J
'ノ
く 

と
4

.
の一.

部
分
S

作

I

I

可
能
性
が
、
.今
日
：で
は
布
：■

於
け
1

機
關
の
周
到
な
る
注
意
を
f

で

t

』
(

八
三
頁)

■.三

■'
■'
,
.

 

:

奪

問

題

は

人

I

問

題

に

移

る

。

第

i

s
蠢

§
1
霉

I

I

」

及

垂

ハ

2

r

l
人

口 

i

l
そ

れ

で

布

嗤

の

.

,
t

r

n

1 

J

S

^

S

^

^

^

(

i
f !

w

O I
§'
T

I I
l l
l !
- l

八

六

〇

丨

八

o)

.
人

ロ

馨

©
不

獲

な

る

期

、(

四

)

外

國

種

の

急

激

I

膨

大

期

、

之

に

伴

つ

.て
土

民

人

口

の

減

少

の

殺

和

及

び

昆
 

血

人

口

の

如

S

的

膨

脹

ズ

五

I

人

口

中

に

於

け

る

競

f

協

和

を

薪

し

い

震

と

し
て
成
立
し
た
漸
次
的

S

定

期

2

九

三 

〇

ザ

以

降)

.
の

五

期

が

響

に

よ

っ

て

あ

げ

ら

れ

.た

一

獲

期

で

t

 (

八

八

頁

)
。

此
Q

規

定

の

£

1

は

、

經

濟

的

i

f

1

く

I

I

る
。
書

勿

論

、
.

I
民

n

人

置

別

や

、

M

i
t p
t

t t
r

i
fc
A

l

f

 

I

fれ
て
I

璧

I

ハ

の

顰

淀

I

蟹

ら

し

て

、
外
國
移
民

”

問
題

i

て
、先
づ
f

麗

县

f

 

-
豪

的

問

f

 

I
。『

一
九
三
s

f

 ロ

P
七

す

ブ

は

直

接

の

麓

1

る
か
又
は
此
の
奮
へQ

非
f

人
的
移
民
の
子
孫
か
で
あ
るO

キ
ヤ
ブ
テ

ン
•
ク
ッ
ク
の
發
見
以 

m

現

ま

で

，
世
界
各
地
ょ
I

唆
へ
の
移
I

I

大
し
乍
ら
繼
續
し
て
來
た
。
他
の
t

各
地
と
關
聯
し
M

i

c
f
n

1

d

EI
/

l
起

f

、
之
れ
が
I

此
の
I

Q
人
口 

S

H
、
駕

講

s

i

醤

為

管

れ

I

と
な
る』

(

、
1" 0
§

1

八
五
三
年
布
靡

|

外
國
人」

は
ニ
、
ー
,
九
人
で
ぁ
る
が
、
的
、
ニ
〇
ニ
名
の
土
地
出
生
を
除
い
て
、

5;
卜
 

y
 

/
て
は
l

i

t
集
つ
S

て
ゐ
る
。
轰

擊

で

は

、
合

農

六

九

ニ

1

帝
國
§

三

裏

い

で

支

那

a

宍
 

0

力

あ

り

低

は

證

•寒

義

•和
蘭(

#

八
一)

佛
蘭
西(

六
一)

が
主
f

の
で
あ
る
。
日

本

は

此

の

•は
未
f 

i
さ
I

h

u

n

l

l

l

i一期
、
！

八
I

以
降
I

震

此

響

に

羞

、
f

■

畲

I

醫

f

 

l

l

i
な
つ
た
'

P

A I
ロ
”
 i

パ

P

支
那
1
日
本
•馨

フ

ィ
"
ッ
•ヒ
ン
f

ト
リ
コ
•歐
羅
巴
の
一
部
の
國
、
殊
|

|

西
班
|

i

し
て
そ
れ
ぐ
の
分
前
を
持
？

ゐ
る』

(

一
9

ハ
頁)

。
暴
利
加
及
び
簾
の
優
勢
は
對
外
接 

r
、

u
'、>

1

は
重
大
I

威
を
受
け
I

つ

た

が

一

八

七

塞

i

條
約
に
ょ
つ
て
、
經

濟

的

麗

.へQ

馨

が

除

れ

る 

X -

っ
m

し

へ

オ

I X
!

を
凌
駕
し
、
そ
れ
以
來
、「

他

の

突

」

は
移
民
人
口
中
に
あ
つ
て
數
量
的
に
擡
頭
す
る
事
が
出
來 

，
力

.广

馨

は

.人

種

屢

別

に

、
常

.に
次
の
八
種
を
擧
げ
て
，ゐ
る
。
即
ち
フ
ィ
リ
ッ
'ビ
ン
人
•
朝
鮮
人
•日

本

人

ぼ

.

丨
ト
リ
コ
人
•西
班
i

l

分
人
•「

他
の

f

が
そ
れ
で

I

。
含
人
種
の
數
量
は
、
過
去
一
|十
样
間
に
全
島
人
口
の
ぬ
五
分

f

l

t

l

l

 

5

,
 

(

！

；



_

『

布
^
丨
岛
：嶼
社
#
の
社
#
坐
態
：的
钵
究』

二1

八

0
1

七
四〕

の

一

を
動
か
な
い
。
.日
本
八
の
絕
對
優
勢
は
、：.こ >

1

一
一
十
牢
間
不
動
で
I

O
 (

一
 
〇
七
0
 

此
の
人
種
：&

&成
は
更
に
出
宇
死
亡
等
に
關
し
、
認

.»
成
に
.關
し
て
.各

々

人

種

的

の

特

が

1 

0。

し

.

1
重

藤

f

 
{

『

一
，

雲

門

I

t

、

f

バ

C

M

P
集r

成
I

は
失
I

I

.
死
亡
に
.

f
出
I

震

映

し

I

。
そ

し

て

靈

主

張

、
人
種
理 

辯
者
達
は

'
.
f

 

fす
I

此
.

1
計

裏

e

g
み
..極
つ

七

利

用

又

i

用
し
§

2

.
る
.

』(

ー.
0七
頁)

。
即
ち「

本

人
S
 

4

1
ぐ
日
本
人
と
f

、
其
の
反
對
I

I

の
人
種
は
ハ
ワ
イ
土
人
と
S

事
に
な
る
。
し
か
し 

J

出
宇
死
亡
率

I

法
に
ょ
I

S

4

I
し
て
I

、
誠
に
、
驚

地

s

f

l
及
び
男
女
震
が
決
し
て
正 

I

な
い
土
地
に
於
い
て
は
單
純
な
S

法
の
I

な
.る
I

ふ
f

な
い
。『

あ
る
人
種
謹
に
千
人
に
對
し
八

•
五
と
5

®

い
死

亡
”

象

と

す

る

、
し
か
し
此
の
人
口
集

I

は

題

垂

.101

三

S

S
寧

祭

期Q

人
口
で

I

と
す
れ
ば
、
I

に
せ 

m

u

n

l

l

i
め
て
ゐ
る
。
同
I

、

i

對」

ニ
ー
と
I

l

f

、
露

婦
人
が 

I f
r

I I
a

I I
f

行
へ
ば
、

一
■

出

生

率

と

真

一

〇
八
頁)

。

植
I

於
い
て
の
利
害
關
係
が
人
種
的 

、
も

t

 

f

?
板
に
此
の
l

i

示
す
の
は

-
當
然
の
事
乍
ら
、
著

f

nj
'
度
は
高
く
賈
は
れ
て

差
支

な

い

。
七
の 

ハ
正

^

1

て
.急

と

一

九

.一一
二
奪

は

フ

ィ

t

ピ
ン
、

f

ト
リH

Q

移
民
及
び
ハ
ワ
イ
人
及
び
半
ハ
ワ
イ
人
の
三
磐

母
性
に 

.
,、M

.r
i
cl
-

r

/

』

を
示
す
' 

"

4
は
い
つ
れ
も
幼
兒
死
亡
率
が
頗
る
大
で
あ
る
か
ら
、
人
口
增

加

昼

質
的
寄
與
す
る
诉
は 

"
る』

(

一.:へ 
一̂

。

S
毋

人

人

及

び

I

人
は
、
此
の
點
で
は
ア
メ
リ
ヵ
ナ
イ
ズ
し
て
來
て
可
な

o
確
實
な
步
調
を
と
つ
て

.

が
濟
.ッ
|

と
共
に

；
-■
#
民
入
國
へ
.の
卜
戶
が
閉
さ
れ
、
外
資
流
入
が
抑
制
さ
れ
、
反
對
に
虜
勞
働
力
の
增
加
、
移
出
^
海

最

憂

o

!

構
？

I

f

ぁ
つ
て
、
布
I

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
；

.
一. 一

K i
f

1

パ

”

!

^
 

I
つ
.い
-て
I

.

■
年
I

別
構
成
が
如
何
i

.規

型

s
て
は
、 

,五
玉
I

洽

J

れ
t
B
,肜
に
しp

I

O)

要
す
る
に
此
の
點
は
-
出
稼
的
n

f

 

#

1冷
へ
D

l
 

v

f
 
一
 

, 

. 

- 

&

看

、

.

I

s

 

s

f

し
て
、

I

金

體

f

.

か

靈

^

^

H

U

U

W

U

U

 

I

1

1
民
人

l

.

i

l

>
 
即
ち

ハ

I

f
の

入

ヒ

ラ

、
、
：
ノ
ド

構
成
を
竟
た
V
の
.馨

■.る
が
、
.也
方
勺
.
1

,、

.て 

ナ
ナ
ノ 

>
';
倉

地

方

，に
分
け
て
典
'の

讀

が

殊

碧

い

o
:疆
型

の

代

表

.は
'ハ
ウ
|

場
合
|

0 \
..

,
ァ

"
！

見
る
。
此
の
場
合
も
ホ
ノ
ル
ル
以
外
の
栽

ぅ
^

^

y

 

H

u

y

l

i

l
靈

醫

占

め

る

商

業

的

I

I

云
..

へ
4

1

’
I

M
產
物
i

I ^
l ,
。

f r
c ,
; f
1 8
觸
は
、
.太
平

洋

航

馨

I

炭
•飮
料
水
•食
|

§

給
|

進
ん
で

だ

〃

 r

 

l

l

i

i、
馨

I

f

.
1

 

”

ょ

I

を

、
i

寒

I

、
I

I

I

、
更
h

人

l

l

i

l

f

 

f

 

f
 

嘗

が 

I

f

 

I

f

 

I
 

は

、
塵 

I

I

 問

• 

-
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•
•
•
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- 

.

.

. 

i
. 

. 

. 

:
•
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•
, 

.
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『

布
嗤
，
農

社

會

：の
.
社
會
坐
態
的
.碑
線』

 

一
三
o

o.I

七
六)

.

然
か
し
地
誌
的
硏
究
に
と
つ
て
重
點
と
な
る
の
は
、
商
業
に
し
て
も
之
れ
が
土
地
に
定
居
し
た
場
合
で
あ
る
。
布
吐
に
遛
米
利
加
商 

人
の
矩
住
を
み
.た
の
は
一
八
ー
ー
六
年
頃
と
会
は
れ
る

^

ホ

ノ

ル

、に
此
の
商
人
定
住
を
見
る
に
苗
づ
た
主
な
掼
因
は
布
哇
を
太
平
洋
の 

本
部
と
す
る
.拙
餘
業
の
需
耍
.が
增
大
し
た
爲
め
で
あ
る
0『

捕
鯨
業
者
が
土
地
の
農
產
物
を
購
入
し
'、
布
唑
船
員
を
慕
集
す
る
事
か
ら
土 

人
に
外
國
商
品
を
講
人
す
る
#
段
を
與
へ
：た
。
：又
，
.船
舶
も
船
員
も
布
哇
の
是
等
の
店
舖
か
ら
捕
鯨
用
品
を
求
め
た』(

一
四
六
頁)

。

一
八
一1

六
年
の
，.ホ
-ノ
ル
'
、
商
館
0
.投
資
高
は
六
.十
八
萬
弗
と
.沄
は
れ
七
ゐ
.る
。
此
の
事
は
、
商
品
に
對
す
る
需
要
の
恒
定
的
存
往
も
さ 

る
事
な
.が
ら
、
‘社
會
全
體
に
安
窝
と
平
和
0
或
る
程
度
ま
で
確
保
せ
ら
る
\ 

i
つ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
へ
著
者
は
，
此
の
點
に
結
び 

つ
い
て
舊
來
の
土
着
の
政
治
的
道
德
的
體
制
の
漸
次
的
崩
壞
を
注
意
し
て
ゐ
る(

一
四
七
頁)

。『

合
衆
國
•英
國
•佛
蘭
西
等
か
ら
の
外
國 

軍
經
が
居
る
事
は
、
.
ょ
し
實
際
■に
其
‘の
力
を
行
使
し
.な
.か
つ
た
に
し
て
も
、
少
く
と
も
幾
つ
か
の
仪
々
の
場
合
に
、
商
業
的
社
#
が
非 

常
に
熱
心
に
希
望
し
.て
ゐ
た
政
治
的
變
化
を
促
進
す
る
ヒ
役
立
つ
た』

(

一
©
七
頁)

。
玆
で
著
背
は
ミ
ッ
シ
B
ン
の
勢
力
に
對
し
て
注
意 

を
拂
.ふ
o(

.

.

1;

四

七

貝

以

下

っ

ミ
'ッ
ダ
9
•ン
と
商
業
し)
兩
者
共
に
西
歐
の
、資
本
主
義
文
明
の
代
表
者
で
あ
る
に
拘
.ら
ず

、

最

.初

は

相

互

に 

相
手
>
ft
謗
し
て
'
.
•
自
己
の
勢
カ
.の
；扶
植
に
^
々
と
し
セ
ゐ
た
。
し
，か
し
.定
住
商
業
の
行
は
れ
る
に
及
ん
で
は
、
雨
者
の
協
調
が
漸
く EI 

立
つ
て
來
た
o
'實
に
.か
、
る
植
民
地
に
於
け
る
ミ
ッ
シ
*
ン
.は
、
單
に
精
神
的
宗
敎
的
な
傅
道
許
り
で
な
く
、
土
人
を
相
手
に
交
易
を 

r

へ
ば(

1
.

四
九
頁)

又
土
地
經
營
も
行
つ
'た
の
で
あ
る(

一
五
〇
•
__
«
六
九
贾
參
照)

。
か
く
し
て
'『

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
觉
着
し
た
商
業
勢
力 

と
力
を
合
せ
て
、
土
民
的
土
地
制
度
か
ら
、
：資
本
虫
義
原
則
に
ー
—

ず
べ
き
土
地
制
度
に
移
る
可
き
事
を
論
じ』

(

一
四
九
頁)

十 

九
世
紀
後
半
に
は
、『

ミ
ッ
シ
*
ナ
リ
と
云
ふ
言
葉
’は
.、
此
.の
社
會
の
支
配
的
な
經
濟
*政
治
權
力
を
意
味
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ
た』

(

一
 

五
ー
炱
>
植
民
地
に
於
け
る
宗
敎
上
の
布
敎
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
.る
か
を
ょ
く
示
し
て
ゐ
る
。

定
往
商
業
の
發
生
と
共
に
所
謂
、
都
市
の
•成
立
と
な
る
。
.
ホ
ノ
ル
ル
港
の
發
見
は
一
七
九
四
年
と
せ
ら
る
、
が
之
れ
が
布
唆
全
諸
島

の
中
心
と
し
て
填
越
ず
る
迄
に
は
相
當
の
：期
間
を
.要
し
た
.oそ
れ
迄
は
全
諸
島
に
多
く
の
村
落
が
散
在
し
て
お
つ
て
、
酋
長
が
住
ん
で
お 

り
、
來
訪
の
外
國
人
€>
必
要
な
物
資
を
銘
々
に
佻
給
し
て
ゐ
た
。

一
八
ニ
ー 
年
頃
の
ホ
ノ
ル
ル
も
此
の
型
を
出
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

『
1.

八
.

q

一
 

年
頃
の
ホ
ノ
ル
ル
は
未
だ
人
口
三
千
位

で

一
.つ
の
竦
ば
ら
な
村
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
し
か
し
商

.
の
中
心
地
が
、
草
靡
の 

家
で
、

一

年
に
十
萬
弗Q.

サ
シ
ダ
ル
ウ
ッ
ド
の
輸
出
を
商
寶
の
全
部
と
し
セ
ゐ
る
四
鲆
の
商
館
の
周
圍
に
發
展
し
ろ
、
あ
つ
た』

(

一
 

五
ー
頁)

。

1

八
四
〇
年
頃
迄
に
は
所
謂
、
町
と
稱
せ
ら
る

X
部
落
が
幾
つ
か
集
中
化
さ
れ
る
様
に
な
り
、
ホ
ノ
ル
ル
が
恐
ら
く
人
口 

七
千
人
を
以
つ
て

‘其
.の
首

位

に

.あ0た
0
:

斯
く
の
如
く
人
口
.の
增
加
と
业
ハ
に
•
分
業
の
傾
向
が
顯
著
に
な
る
o.
一
 

八
ニ 

.〇
平
の
ホ
ノ
ル
ル
に
は
商
館
支
配
人
や
書
記
、
傅
道
宣 

敎
師
"
醫
師
*
宵
廷
へ
の
外
人
顧
問
及
び
祕
書
、
船
員
水
夫
等
が
あ
げ
ら
れ
る
.。
更
に
十
年
後
に
は
、
此
の
外
、
.酒
商
人
、
旅
傲
業
者
、 

料
理
人
、
給
仕
、
.大
工
、
指
物
肺
-
鍛
冶
屋
"
石
屋
、
洋
服
師
、
帆
製
造
人
-
ま
い
は
だ
師
、
農
夫
牧
夫
等
が
擧
げ
ら
れ
る
.。
著
昔
は 

特
に
一
八
四

七

苹

の
和

ノ

ル

ル

住
民
の
職
業
を
.擧
げ
て
ゐ
る(

ア

ッ
。へ
ン
デ
ィ
ッ
ク

ス

C
三

ニ1

頁

參

照

、
。

之

れ

に

ょ

れ

ば

、

立

派

に 

1

つ
の
都
會
的
^

®
を
と
X
.の
へ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
，
一
八
五
五
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
が
輸
入
に
於
い
て
九
四
％
、
.輸
出
に
於
い
て
六 

七
^Q.

記
對
量
を
.占
め
て
.ゐ
る
。
併
せ
て
、
ホ
ノ
ル
ル
.が
^
哇
全
諸
高
に
對
し
て
中
心
的
勞
カ
化
し
つ
\
あ
る
.事
情
を
示
し
て
ゐ
る
。

農
業
の
外
に
商
工
業
的
勢
力
の
據
頭
に
就
い
て
'は
、
再
び
後
に
關
聯
す
る
所
が
あ
る
。
•著
紫
は
第
十
一
章「

職
業
的
連
續」

に
於
レ
て 

之
れ
.を
織

承

し

"

以

つ

て

布

哇

經

濟

の
、
植
民
地
的
偏
向
か
ら
經
濟
的
文
化
的
成
熟
へ
.の
過
.程(

第
十
ニ
章
>を
示
さ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。

五

布
哇
が
妯
何
に
經
濟
的
文
化
的
成
熟
を
示
：し
て
來
、
非
農
業
的
活
動
が
多
く
な
つ
て
來
た
と
比
运
ひ
乍
ら
、
其
の
經
濟
約
活
力
の
中 

心
ゆ
依
然
甘
#
栽
歡
.に
•在
る
。
.救
に
於
.い
，
て
.著

者

は

第

八

章

ょ

9
第
十
章
.迄
を
ブ
ヲ
シ
テ
ィ
シ
，
ン
の
問
題
に
分
け
て
ゐ
る
。
即
ち
第

§

-

场
騰
碑
會
.の
‘瓧
#.
,蠢
的

_
究』 

ー

三

ー

.
(

ニ
セ
犮



r

布
哇
丨
島
興
社
會
の
社
會
生
鐵
的
砾
‘究』 

H

5

(

ニ
七
八)

.
八
章
ば
資
本
投
下

.';
第
九
會
比
栽
培
衝
辟
.寧
の
勞
働
組
膨
か
變
化
に
ク
い
て
、第
十
章
は
同
じ
く
勞
働
取
締
に
就
い
て
記
述
し
て
ゐ
る
。 

布
玉
が

11
1
:
-
-

见
繁
濟

11
:
;に
於

1
戴̂
培
植
民
地

.と
し
て
位
歡
し
て
ゐ
る
事
は

.云
ふ
迄
も
無
い
？

.此
の
地
位
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
布
哇
の

'
 

今
日
あ
る
を
考
ふ
る
事
は
不
可
能
に
近
い
。

'

所

■
ブ
ラ
ン
：テ
ィ
.シ

.c
f
ン
；：の

名

に
該
當
す
る
栽
培
.の
開
始
味

.1
八
三
六
年
ヵ

.ゥ
ア
ィ
島
の
，コ

P
T
.
に
於
•い
て

^
,あ
る
と
さ
れ
る(

一
 

五
九
頁)

典
の
以
前
、
或
.；5は
其

0
後
：に
於
い
て
も
布
哇
の

.屬
產
物
が
外
國
市
場
に
出
る
事
が
あ
っ
て
も
、
.そ
れ
は
決
し
て
本
格
的
に 

栽
培
經
營
に
ょ
る
も

.の
で
は
な
か
っ
た
。
牧
畜

'に
し
て
も
大
規
模

'の.授
資
對
象
と
な
る
に
至
っ
た
の
は
一
八
六
〇
年
以
降
で
、
最
近
に 

吩
い
て
始
め
て
投
囊

m.
、
.經
營
等
か
ら
見
て
プ
ラ
ン
テ
ィ
グ

a ■ン
'i
同
一
視
せ
ら
る
、
.様
に
な
つ
て
來
た
も
の
，で
あ
る
。
故
に
一
八
五

.
 

〇
年
顷
ま
で
は
布
哇
、の
農
業
的
活
動
，は
決
し
て
究
奪
っ
て
ゐ
.な
.か
っ
た
。
如
ち
其
の
時
期
の
特
徵
と
し
て
は
農
業
資
本
を
投
じ
て
多
種

.
 

多

.機
の
作
物
を
目
標
と
し
て

.ゐ
た『

誠
に

.眞
面
目
で
は
あ
づ
た

.が
同
時
に
極
め
て
單
純
な
希
望
を
以
っ
て
、
初
期
の
布
哇
在
住
者
は
、 

此

€
蕻
が
農
民
國
と
し
て
、「

各
人
が
自
分
の
葡
萄
樹
と

.無
花

集

，
樹

の
.下
で

.

(

無
事
に
自
分
の
家
に)

平
和
に
暮
し
て
行
ズ
事
の
出
來
る」

..
 

農
民
國
と
し
て
經
濟
上
最
大
の
發
展
を
な
さ

.
-
4
め
る
：事
を
夢
み
て
ゐ
た』

.

(

1
六
〇
頁)

。
.故
に
一
八
五
〇
年
に
成
立
し
た
布
眭
王
立
餞 

業
協
會
も
あ

'ち
ゆ
る
犮
酣

.に
於
け

.る
農
業
の
利
益
を
進
涉
す
る
事
が
目
的
で
あ
りr 
土
地
に
適
す
と
思
は
れ
る
各
種
の
作
物
の
耕
作
が 

舉
げ
ら
れ
て
ゐ
た 

o

,

,

:

;.
;
:
'
:
:

:'
;'
:

-

.

こ

.

.. 

::: 

し
か
しI

八
五
0
年
頃
ノ
此
の
種
の
農
業
に
對
し
：て
恐
慌
が
起
つ
.た

。

之

れ

は

ヵ

：リ
-フ
ォ
.

〖

ル
.
.ーー.ア
の
金
鑛
の
ゴ
ー
ル
.ド
ラ
ッ
シ
ュ
及 

び
典
の
消
滅
に
基
<
も
の
で
あ
ジ
て
、
そ
の
後
漸
く
農
業
投

資

も

，特

殊

部

門

に

.同

く

に

蚕
っ
た(

一
六
一
寅)

。
‘
.
そ
れ
に
は
土
地
制
度
の 

改
革
が
當
然
伴
は
ね
ば
な
！ら
な
か

0
た
。
：.一

八
叫
八
年
の
グ
レ
ー
ト
*
マ
へ
レ
，
が

そ

れ.で
あ
る(

土
地
の
私
有
化
に
就
い
て
は
第
三
奪
參 

照)

.，し
‘か
し
其
の
後
に
し
て
も
、
甘
蔗
栽
培
は
な
ほ
頗
る
投
機
的
で
あ
.つ
.た
。
：著
者
は
、「

資
本
制
の
發
展
は
、
市
場
が
確
立
す
る
以
前
.

に
は
行
は
れ
な
い
し

と

云
ふ
命
題
を
引
用
し
て
、
布
哇
栽
培
の
.不
安
定
な
情
祝
を
*
外
國
市
場
.の
布
哇
に
對
す
る
需
要
0
不

安

定

に

.歸 

し
て
ゐ
る(

一
六
三
寅
以
下)

。
此
の
意
味
で
十
九
世
紀
後
半
に
漸
く
市
場
を
擴
大
し
づ
、
あ
つ
た
布
哇
砂
溏
は
、

一
八
七
六
年
米
國
と 

:の
關
税
協
定
と
な
り
、
之
れ
が
栽
培
に
及
ぼ
し
た
好
影
響
に
つ
い
.て
は
、
そ
の
後
五
年
間
に
砂
糖
輸
出
が
四
倍
に
な
つ
た
事
.に
よ
つ
て 

立
證
さ
れ
る(

一

六
五
頁)

。
是
等
，の
投
，資
は
勿
論
外
資
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
.
.の
額
は
二
十
-f
i
t紀
に
な
つ
て
の
布
哇
砂
糖
栽
培 

ベ
の
投
資
は
、
八
千
五
百
萬
弗
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
其
の
以
後
は
外
部
よ
り
の
授
資
が
僅
少
で
あ
る
か
ら
-.

1

九
ニ
九
年
栽
培
業
者
に 

，
よ

つ

て

其

の

持
_
員
を
椎
訐
し
た
結
银
'0
、
' 一
^
五
千
萬
弗
よ
り
1
億
七
千
萬
弗
へ
の
增
加
は
主
と
し
て
當
業
蓊
の
餘
剩
蓄
積
，の
.稗
投 

資
と
解
せ
ら
れ
る(

.一
六
六
頁
}。
こ
れ
又
布
畦
の
經
濟
的
成
熟
を
物
語
る
一
面
で
あ
る
。
併
.せ
て

今

日

の

.栽

培

經

營

が

金

融

的

支

配

を
 

受
け
て
ゐ
る
布
唆
經
濟
の
生
長
を
示
十
も
の
で
あ
ら
ぅ(

一
七
八
頁「

T
h
e

 

Factors 

a
n
d

 

Plantationi

參
照)

。

以
上
は
ブ
ラ
ン
テ
イ
シB

シ
の
廣
冰
關
係
で
.あ
る
が
、
他
の
一
丽
は
勞
働
關
係
で
あ
る
;0
.布
哇
の
勞
f

は
一
つ
の
世
界
的
な
移
民 

史
で
あ
る
。
開
發
す
ベ
.き
有
望
な
資
源
が
あ
つ
て
、
し
か
し
土
着
の
勞
働
力
が
不
足
し
て
ゐ
る
場
合
、
賴
る
可
き
方
法
は
勞
働
力
の
大 

規
模
の
輸
入
で
あ
る
。
こ
れ
が
布
哇
植
段
史
の
根
幹
で
あ
る
。
開
龙
資
源
期
に
於
け
る
勞
働
の
不
足
に
對
し
て
奴
隸
的
な
强
制
勞
働
、 

移
入
勞
働
.の
歡

迎

が

，そ

の

特
&
と
な
る
0
農
場
に
於
け
る
苛
酷
な
取
締
、
殊
.に
逃
亡
に
對
す
る
極
度
の
#
戒
等
は
い
づ
れ
も
、
此
の
時 

期
の
特
長
で
あ
る
。
し
か
し
、
勞
働
力
が
充
實
し
更
に
、
移
民
の
第
二
世
勞
働
力
の
出
現
す
る
に
及
ん
で
は
、
又
開
發
が
.現
に
漸
く 

限
坭
に
達
す
'る
に
及
ん
.で
は
、
開
放
資
源
期
か
ら
閉
鎖
資
源
期
に
入
る
0
敍
で
は
、
勞
働
の
移
入
は
最
早
必
要
，が
無
く
な
る
。
從
つ
て 

移
段
の
門
戶
.は
直
に
閉
さ
れ
る
。
併
せ
て
勞
働
强
制
の
必
要
が
無
く
な
つ
て
、
自
由
勞
働
へ
と
移
る
。
玆
に
土
地
資
源
と
勞
働
と
の
均 

衡
が
生
れ
て
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
*
ン
以
前
の
均
衡
時
代
か
ら
の一

循
環
が
完
成
す
る(

第
九
章)

本
章
は
、栽
培
植
民
地
の
勞
働
ヵ
問
題
• 

其
の
對
策
並
び
に
其
の
推
移
に
就
い
て
は
、
.多
大
の
指
.示
を
興
へ
る
。
：「

ブ
ラ
，ン
テ
イ
シ*

ン
と
勞
働
の
支
配」

ハ
第
十
窣)

は
栽
培
勞
働 

『

市
哇
丨
岛
嶼
社
#
の
社
#
生
態
的
硏
究』 

一

三

三

(

ニ
七
九〕



『

祈
哇
1鳥

！
：

班
#
の
社
脅
坐
態
的
蕲
究』 

I
k四

(1.1

八
€
 

蔣
の
所
謂
勞
働
胬
問
題
を
主
題
士
す
る
タ
勞
働
者
の
訓
練
-#
遇
.及
び
精
神
的
心
理
的
傾
向
並
び
に
勞
働
め
：不
平
.仅
抗
*
爭
議
な
ぞ
が 

問
題
と
な
る
。
此
の
章
の
指
示
す
る
と
こ
.ろ
は
外
驰
經
營
に
.於
け
名
人
的
問
題
に
關
す
る
^
0
.で
.あ
っ
て
' 
異
人
猶
の
接
觸
は
可
な
り 

面
倒
な
問
題
を
惹
す
こ
'と
^
ふ
迄
も
か
い
事
.で
あ
る
。
.
.
.

'，
•
‘著
蓉
は
是
等
の
點
に
就
い
て
は
勞
働
の
.亥
配
が
.慈
惠

的

農

場

制

か

♦
ら

法

律

的

規

定

 < ：:

の
推
移
を
認
め(

一
ニ
六
頁
ン
觅
に
布
哇
經
濟
の 

發

肢

，
非

農

業

的
*商
業
的
勢
力
の
掇
頭
に
よ
る
勞
働
關
係
法
规Q.

盤
顿
を
よ
く
指
顧
し
て
：ゐ
る0

 

1ニ
0
頁)

。『

膨
脹
す
る
栽
培
人
口 

の
國
家
統
制
を
歡
迎
す
る
輿
論
的
感
愦
は
十
九
世
紀
後
期
の
.非
栽
培
的
*商
業
的
中
心
：の
勃
興
と
.共
に
益
々
大
聲
と
な
り
效
果
的
に
な 

っ
て
來
た

,°
栽
培
事
業
に
關
す
る
、
碑
に
其
の
勞
働
に
っ
い
て
の
制
限
的
法
#
の
ー
體
は
'*
:
濾
條
約
締
結
以
來
著
し
く
增
加
し
た(

中 

略

、。
そ
れ
以
来
の
、
主
と
し
て
ホ
ノ
'ル
ル
及
び
其
の
他
の
源
か
ら
發
し
た
立
法
.は
益
々
勞
働
背
の
爲
め
の
完
全
な
る
保
謹
、努
働
若
に 

關
は
る
法
雅
の
更
に
.温
情
的
な
管
现
等
に
向
っ
て
ゐ
た』

し
：か
し
其
.の
反
'面
、
栽
培
現
地
以
外
に
交
配
^

*部
を
以
っ
•た
金
融
的
支
配 

の
颳
力
を
決
し
て
輕
く
な
か
つ
た
と
見
'る
.事
が
.出
來
る
。
之
れ
は「

.ブ
ラ
シ
テ
イ
シ
日
シ
の
精
神
的
方
；§」

に
見
る
事
，が
出
來
る
現
象
で
、 

現
場
に
於
け
る
人
的
融
合
を
描
き
乍
ら
0
1 ニ
ニ
七
頁
}著
奪
は『

•フ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
戡
本
的
鞲
成
の
一
部
は
、勿
論
、
か
く
の
如
き
精 

神
的
要
請
め
樹
立
を
、
よ
し
全
然
妨
げ
ぬ
に
し
て
も
少
く
と
も
獎
勵
し
な
い
様
に
計
戴
さ
れ
て
ゐ
る』

か
ら
し
て
、
玆
に
ーj .

つ
の
傾
向 

の
纸
ず
る
事
に
贺
意
し
て
ゐ
る
。
5
一
っ
の
傾
向
の
間
に
起
る
_
.爭
、
即
ち
人
種
的
職
業
的
差
別
.に
立
つ
嚴
n£
な
階
層
を
觅
に
强
^

し
嶽 

と
'す
'る
倾
..向
と
、
プ
ラ
.ン
テ
イ
シ
*
ン
'制
內
に
於
け
.る
.動
き
や
接
觸
に
.も
つ
と
大
^
な
自
出
を
與
へ
よ
ぅ
と
す
る
傾
向
と
の
#'
は
、
布 

畦
社
#
谏
の
最
も
興
味
あ
り
意
義
あ
る
一
而
で
あ
る』

：
一一'三
：七
貝)

。

玆
で
經
營
苕
が
農
場
と
ホ
ノ
ル
ル
商
館
と
の
間
に
立
っ
て
板
挾 

み
に
.な
る
琪
が
.あ
る
。
農
場
の
支
：配
人
側
で
は
勞
働
者
の
爲
め
に
農
場
.訓
練
の
緩
和
を
主
張
す
る
。
商
館
側
で
は『

ブ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ 

ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ど
こ
'ま
で
も
之
れ
，で
抑
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
"
道
德
と
か
不
道
德
と
か
の
掘
題
ぢ
ア
な
い』

と
主
張
す
る
。
此
の
相
違

は
農
場
地
付
き
の
經
膂
考
の
場
合
と
#
社
經
營
の
場
合
と
の
相
違
で
も
あ
.る(

ニ
三
九
寅)

。

#
す
る
に
此
の
，ニ
つ
の
鮎
、
即
ち
：現
地
的
.な
も
の
と
現
地
的
な
ら
ざ
る
も

0'
、
當
業
者
的
で
あ
る
♦も
の
と
常
業
昔
な
ら
ざ
る
も
の(

前 

述
の
ホ

■ノ
ル
ル
を
中
心
と

.し
た
非
農
業

#)

の
立
場
の
相
違
が
勞
磡
啻
に
對
す
る
態
度
に
之
れ
丈
け
の
相
違
を
生
ぜ
し
.む
る
の
で

あ

る

。

:

六

.'

布

#
經
濟
の
發
展
は

.前
述
し
た
樣
に
人
ロ

0
職
業
；_
成
の

.上
に
も
現
は
れ
る
。
職
業
耩
成
は
併
せ
て
身
分
的
糨
成
を
も
意
味
す
る
。

一
八
八
照
年
5
布

哇

に

七

割

餘

を

由

，め

た

.不
熟
練
勞
磡
昔
は
ー
九
三
.
0年
に
は
.五
割
五
分
の
比
率
に
減
少
す
る
、.
_由
業

.及

び

熟

練

勞 

働
翁
、
家
蕻
使
用
人
の
率
に
增
加
が
あ
，る(

.ニ
四
七
丨
八
頁
'^
菇
等
の
職
業
及
び
身
分
的
構
成
を
人
種
的
に
見
る
と
、
彼
等
の
經
濟
的
立 

身
の
過
程
が
.明
が
に
な
る
。
移
民
は
：勿
論
、
初
期
.に
は
經
濟
的
身
分
的
に
最
低
位
：に
あ
る
。
し
か
し『

本
國Q

舊
襄
.ょ
り
解
放
さ
れ
、 

新
し
い
：土
.地
で
は
®
吧
的
に
許
置
さ
れ
る
經
濟
的
成
功
を
唯
一
の
.蕺
礎
に
し
て
自
1:
1
1に
身
分
の
昇
降
を
競
ふ
事
が
出
來
る』

此
の
場
今 

各
人
«
に
'ょ
っ
て
職
業
的
相
違
が
發
生
し
て
來
る
事
，
例
へ
：ば
希
臘
人
の
料
现
.店
、
®
典
人
.

0

建
築
家
、
愛
蘭
人
の
警
官
，
支
那
人
の 

商
人
等
は
？
旣

£
蒂
名
た
型
で
あ
る
？
著
者
は
ブ
ラ
ン
テ
ィ
シ
a
ン
、
小
賣
商
業
、
.自
FI
1
業
に
於
け
：る
各
移
戾
人
種
別
.の
.就

業

率

を

細 

か
に
雜
出
し
、
.又
典
.の
.所
得
や
銀
行
斑
金
、
資
產
狀
態
を
調
齑
し
て
、
是
等
の
人
.ロ
の
經
濟
的
•
職
業
的
乃
至
は
#
分
的
構
成
の
情
況 

を
H

.
て
.ゐ
る
.01

般

的

結

論

と

し

：て
は
.、
僅
か
乍
ら
に
し
て
も
、
移
住
ハ
キ
限
の
長
き
に
#
つ
.て
、
ブ
ラ
ン
テ
ィ
シ.„

ン
內
に
於
け 

る
地
位
の
■向
上
、
他
職
業
へ
の
進
出
等
の
比
率
が
增
加
し
て
ゐ
る
事
實
が
認
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
日
本
人
の
場
合
に
就
い
て
見
る
と
、

本
人
の
砂
糖
栽
培
業
'に
於
け
る
就
業
率
は
一
八
九
〇
年
の
ニ
〇
〇(

指
數
> か
ら
一
九
三
〇
¥
の
六
五
.に
低
落
し
'て
'ゐ
る
。
同
じ
く
農 

:場
攤
督
に
.職
を
持
つ
者
の
指
數
は「

九
0
ニ
苹
の
ニ
T
六
か
ち一.

九
三
0
ハ
ヰ
の
一
一
九
，
四

に

及

ぶ

。

.興

の

平

均'巧
收
入
は
、
三 

一
• 

五
ニ
弗
か
ら
.：
九1

五
平Q

三
六
*
ハ
0
弗
に
#̂
加
す
る
。：：
归
本
人
小
襃
業
者
の
指
數
は
、
__
.
八
：九
0
华
の
八
か
ら
1
九
H

o年
の
一
八 

綴
塊
丨
島
嶼
社
命
の
瓧
會
决
德
的
硏
究』 

一
コ
ー
2?
.

ベ
~

A

C



『

布
唆
丨
岛1

ハ
社
#
.の
，社
會
坐
態
的
硏
究

』 

一

三

六

べ

(

ニ
八
ニ 

V 

0
に
及
ぶ
。
自
：

E

槳
笤
は
同
じ
年
代
に
つ
い
て
は
一
か
ら
八
〇
に
ま
で
比
率
の
增
加
を1;

小
し
て
ゐ
る
。
又
銀
行
預
金
.で
は
、

一
九 
一
0 

部

—
人
當
り
1
マ
四
〇
弗
か
ら
ー
九
三
叫
雒
の
五
四
*五
七
弗
に
增
加
し
、
.不
動
產
資
金
は
一
九1

一
华
ニ 

•
.
六
：1:

弗
か
らI .

九
三
〇
竿 

の
九H

•三T
#

に
增
大
し
て
ゐ
る
。
'外
の
移
说
に
就
い
て
も
同
じ
樣
な
事
が
沄
へ
る
。

從
：.っ：

て
そ
れ
丈
け
移
说
成
功
#
の
蒋
在
が
物 

語
.ら
'れ
，
る

曝

で

：
ぁ

る

0
ー
五
〇
|
ニ
六
4
頁)

:0.

此

の

：職

業h
,の
變
化
及
び
：進
出
に
就
い
そ
人
種
的
偏
見
が
如
何
に
作
用
す
る
か
、
新
し
，；

S

移
民
が
入
っ
'て
來
る
と
當
然
、
從
來
の
、均 

衡
に
少
.な
か
ら
ぬ
變
化
^

ず̂
る
譯
で
ぁ
ゐ

,°
:
_ 

.

. 

:

:.

『

占
め
る
可
き
場
所
に
對
す
る
競
矫
は
、
經
濟
的
に
水
準
の
低
い
場
合
に
は
主
と
し
：て
：將
忆
人
別
的
と
去
ふ
程
：で
は
な
い
。
し
か
し 

鬪
爭
P
舞
察
が
上
部
に
動
い
：て
來
る
と
、
之
れ
.が
非
常
に
意
識
さ
れ
て
來
る
。
移
民
と
在
住
者
の
間
の
寬
恕
•無

關

心

•の

態

度

が

失

は

れ 

て
，
公

然

：
の
.敵
視
と
，猜
疑
と
ベ
移
.る
。
人
種
的
偏
見
は
、
：旣
得
利
權
が
脅
か
さ
る
る
事
重
大
に
な
る
と
、
.常
に
防
衞
機
鞲
と
し
て
現
は
れ 

て
來
る
人
澈
的
種
姓
制
度
、
階
級
的
障
霜
は
、
.此
の

闘

箏

を

解

決

す

，
る

に

：

}
時
的
效
艰
を
持
っ
。
人
稱
間
の
親
密
な
.接
觸
が
坐
じ
、
 

學
校
*.街
頭
、
事
務
所
等
に
於
け
.る
共
同
の
經
驗
*
共
同
の
傯
銃
及
び
傅
_習
€>
發
浓
等
が
結
局
'
同
化
融
合
を
招
來
す
る
事
と
な
り
、 

——

人
種
的
關
係
め
循
環
に
於
け
る
饅
後
の
睃
階
に
達
す
る
に
至
る』

(

一
一，；六
八
頁)

。

此
の
所
、
著
恶
.の
見
解
は
相
.常
.樂
觀
的
と1

K

つ 

て
差
支
な
.い
：。
.

r

頂
點
を
希
望
す
る
者
の
.金
部
に
充
分
.の
餘
地
が
存
在
す
れ
ば
，
此
の
偏
見
：の
_
.防
衞
的
手
段
は
、
ぃ
又
、
そ
れ
程
歷
然
た
る 

を
要
さ
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
亦
哇
に
於
け
る
人
糧
的
感
情
の
表
現
が
比
較
的
に
些
細
で
ぁ
る
と
ー
25
:
,ふ
事
は
、
疑
も
な
く
、
引
き
つ
v
v> 

て
職
業
上
の
機
#
が
充
分
に
.ぁ
っ
た
と
茇
ふ
事
：に
ょ
る
名
の
.が
多
；

s
』
0
1

六
九
頁)

。
.：
故
に
一
八
七
〇
年
頃
支
那
人
が
又
、

一
八
九
〇 

年
日
本
人
が
問
題
視
さ
れ
.て

來

た

の

は

い

づ

れ

も

職

業

的

進

出

に

甚

く

も

.の

で

ぁ

っ

た

£

七
0
»
は
下)

。
著
蕃
の
結
論
は『

全
體
と 

し
.て
布
眭
は
他
.の
植
找
地
に
.普
通
見
出
.さ
る
.
V様
な
峻
嚴
な
人
稱
的
萆
別
の
諸
形
式
か
ら
漕
し
く
.逃
れ
て
ゐ
るJ

と
云
ふ
事
で
あ
る(

ニ

.
七

三

-M)

。
：
 

. 

'

-

 

:

:

.
' 

. 

•
.
.

か
う
し
た
布
哇
が
文
明
的
成
熟
に
近
づ
い
.て
來
た
事
は
想
像
に
.難
く
な
い
。r

布
哇
の
開
拓
期
は
終
，っ
た
。
人
口
增
加
や
土
地
利
用
，
 

資
本
勞
働
投
下
の
擴
大
の
頂
點
は
過
ぎ
た
様
に
見
ぇ
る
、
布
哇
群
島
は
、
：
.
.一
つ
の
安
宛
期
に
入
り
つ
、
あ
る
、
故
に
殘
#
の
資
源
及
び 

機
#
の
.領
域
は
愼
m
な
計
靈
に
栽
い
て
發
展
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ
ら
う
。
本
島
の
資
源
の
開
發
に
っ
い
て
は
前
よ
り
も
一
層
の
徐

 々

の
、
し
か
し
一
段
と
健
實
な
卵
發
が
將
來
に
豫
期
さ
れ
よ
う
。
公
私
の
機
關
が
本
島
の
坐
活
が
課
す
る
不
可
避
の
諸
費
用
と
あ
は
せ
て 

諸
制
阪
に
就
い
て
痛
切
に
氣
が
っ
い
て
來
た
、
故
に
新
し
い
生
活
の
綱
領
と
計
靈
と
を
作
成
し
、
之
れ
に
照
ら
し
て
事
物
の
相
對
的
價 

値
を
發
見
し
よ
う
と
す
る
爲
め
に
簏
擊
な
努
ヵ
が
行
は
れ
つ
、
あ
る』

0
1七
五
頁)

。

.
か
i
る
情
勢
の
下
に
社
#
の
內
的
安
定
と
向
給
的
經
濟
の
確
立
に
向
っ
て
益
々
注
意
が
柳
は
れ
る
。
從
っ
て
布
哇
の
文
听
的
成
熟
に 

連
れ
て
、
此
の
安
宛
化
及
び
所
謂
文
化
费
の
問
題
が
生
じ
て
來
る
。
第
十
一
一
章
は
之
れ
に
應
へ
る
。

.
布
哇
.の
經
濟
開
發
が
一
應
發
股
段
階
を
.一
循
し
た
事
は
旣
に
述
べ
た
？
し
か
し
布
哇
經
濟
は
-
世
界
經
濟
に
依
存
ず
る
か
ら
し
て
、 

國
際
經
濟
の
情
況
が
骰
も
痛
切
な
影
響
を
與
へ
る
。
殊
に
米
國
合
衆
國
の
關
税
政
策
が
重
大
な
關
心
を
持
っ
。
從
っ
て
典
の
變
實
に
よ 

っ

て『

現
關
税
の
下
に
約
千
九
百
萬
弗
が
年
々
減
額
さ
れ
て
、
.之
れ
が
布
哇
溏
業
に
及
ぼ
す
損
失
は
、
土
地
利
用
、
酿
傭
、
租
税
、
そ 

の
他
此
の
岛
の
全
經
濟
•社
#
的
鞲
造
屮
の
他
の
要
素
に
深
遊
の
結
报
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う1

(

ニ
七
七
頁)

。
か

V
る

關

係

裡

に

あ

-っ 

て
、
，亦

哇

で

は
.土
地
、
勞
働
、
資
本
い
づ
れ
も
旣
に
或
る
限
界
に
達
し
た
。
土
地
は
限
界
耕
地
に
收
權
遞
減
を
み
、
：_
外
資
本
及
び
勞 

働
の
流
入
.は
今
や
逆
倾
向
に
轉
じ
て
來
た(

一
I

七

八

丄

一

八

〇

頁
>

か
く
て
資
本
と
勞
働
の
輸
出
が
緊
要
事
と
な
る,

0
1

八
：一
I
ニ
.八 

.四
質
}
o

'■,

.

.之
れ
に
對
應
し
て
、

一

般
的
に
.布
睡
の
文
化
費
は
頗
る
負
擔
的
に
な
っ
て
來
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
邊
疆
社
會
で
は
、
致
用
を
顧
慮
す 

『

布
独
1
岛
嶼
社
會
：の
秕
會
巫
態
的
硏
究』 

. 

1

三

七

0
1八
三)



『

葙
哇
丨
島
喫
社
會
.の
社
脅
生
態
的
：硏
究

』 

. 

一U1

八

(

ニ
八
，
四

〕 

る
察
な
し
に
新
秧
序
の
建
設
に
熱
中
す
る
が
傲
に
.

「

氣
前
の
'ょ
い

款

待

、

寬

大

」

を

以

，つ
て.知
ら
る
'
が
普
通
.で
あ
る
。
难
«
に
於
い
て 

冬
佌
の
例
に
漏
れ
ず
公
共
福
祉
巣
業
や
個
人
的
慈
善
に
頗
る
放
漫
，で
あ
る
。
か
く
て
幼
兒
死
亡
率
は
減
少
す
る
"
敎
育
は
普
及
す
る
。 

し

か

反

阎

-
其
の
負
檐
は
決
し
て
輕
微
.で
は
な
.か
つ
た
。
殊
に
公
立
敎
育
機
關
が
徒
ら
に
高
谕
な
人
間
を
造
り
出
し
て
、
卑
賤
な
.勞 

務
に
從
ふ
を
忌
避
：せ
し
む
る
弊
を
指
摘
し
て
：か

>
る
敎
.宵
の
精
神
的
費
用
の
方
面
を
衝
.く
も
，の
.さ
へ
あ
る(

ニ
八
八
頁)

。...

.

.
-L
か
し
li
t
の
方1

で
の
問
題
は
、
著
者
，

Q

指
摘
し
て
ゐ
.る
通
り
、
相
當
高
度
の
敎
育
を
受
け
た
第
一
一
世
達
が
賁
社
會
に
於
い
て
職
潔 

及
び
地
位
を
競
ふ
時
に
な
る
と
、
法
@

で
は
な
い
が
暗
默
的
な
人
種
障
壁
に
隔
て
ら
れ
て
ゐ
る
，事
を
發
見
し
、
典
處
に
幻
惑
と
廄
嫌 

の
感
矶
を
㈣
く

K
至
る
過
程
で
あ
る
。『

布
哇
生
れ
の
靑
年
は
«
々
學
窓
か
ら
實
社
會
に
出
る
に
際
し
て
、彼
等
に
對
す
る
態
度
に
顯
然 

た
る
變
化
の
架
ず
る
を
經
驗
し
て
ゐ
る
。
己
の
野
心
、
近
親
朋
友
の
期
待
が
萬
が
一
に
も
實
現
さ
れ
得
さ
ぅ
も
な
い
事
に
氣
が
つ
い
て
、 

彼
等
は
、
無
駄
な
希
望
を
懐
か
せ
た
社
會
制
度
の
價
値
を
疑
.ふ
。
極
端
な
る
場
合
に
は
、
個
人
は
自
己
へ
の
自
信
と
、
彼
等
を
つ
、
む 

社
會
秧
序
へ
の
自
信
と
(?
>
喪
失
を
感
ず
る』(
ニ
八
九
丨
九
〇
頁)

。

,

か
ぅ1

K

ふ
事
態
に
於
い
て
は
、
當
然
、
先
通
諸
國
の
場
合
と
同

じ

く

、

社
會
經
濟
的
計
戡
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
來
る
。
著
漭
も
此 

の
項
を
茁
し
く
揷
入
し
.て
.ゐ
る(

ニ

九

三

丨

：れ14
}
0 

,

•
: 

.
七

，
 

'

最

後

の

章

は

布

睡

の

岛

购

•

I
#^
.の
記
述
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
如
く
發
展
し
て
來
た
此
の
地
方
が
果
し
て
、
凡
べ
て
の 

人
々
が
參
加
す
る
共
同
の
文
化
を
持
つ
た
E
ュ
#

で
あ
る
か
否
か
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
程
度
ま
.で
色

々

の

，
移

拔

が

一

體

v 

.

 

.

.

.

.

 

-

 

.

 

.

 

. 
'

 

. 

■

化
し
た
か
、
ど
の
程
度
ま
で
未
だ
差
別
的
な
特
徽
が「

資
本
、壬
義
文
明
の
.平
準
的
標
準
化
的
影
響」

に
杭
し
て
殘
つ
て
ゐ
る
か
。
.其
の
爲 

め
に
ホ
ノ
ル
ル
を
中
心
と
す
る
中
心
都
市
と
其
の
地
方
と
の
體
制
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る0

一
九
八
頁
以
下)

。
即
ち
ホ
ノ
ル
ル
の
首

都
化
、
之
れ
を
中
心
に
し
て
交
邋
運
輸
の
改
良
、
：新
聞
、
通
用
語
等
が
記
述
さ
れ
る
。r

水
ノ
ル
ル
に
發
す
る
正
規
の
公
共
敎
育
の
狀 

大

な

ブ

，
ロ

グ

乏-A
は
、
岛

Q

W年
の
■間
に
俾
統
と
理
解
の
共
同
體
を
作
成
す
る
事
を
目
標
に
し
て
ゐ
る
。

方
法
及
び
內
容
を
完
佥 

に

摄

辦

化

す

.る

事

を

固

守

し

な

い

が
、
相
嗤
の
公
共
敎
育
の
中
央
化
し
た
制
度
の
效
果
は

、
の̂
罾

#
の
下
に
來
た
凡
ベ
て
の

^
に
共 

輝

Q

f
與r

て
，來
て
ゐ
る』

(

三o

三
頁)

。
從
つ
て『

は
じ
め
に
は
ァ
.メ
リ
ヵQ

.

傳
統
と
典
鳴
す
る
事
最
も
少
い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た 

文
化
を
持
っ
た
移
民
集
國
が
ァ
メ
.リ
•力
的
敎
育
の
機
會
：を
最
も
熱
心
に
受
け
人
れ
：.て
‘ゐ
る
.、
と
云
ふ
事
は
注
意
に
値
す
る
。』

從
っ
.て
，又
.、
 

本
國
側
.か
.ら
見
れ
.ば
所
遍
第
ー
1世
問
駔
が
難
題
と
な
る
_
で

あ

る

.。-'
,
:
;
日
本
人
、
支
那
人
は
頑
固
.に
子
供
達
に
母
國
文
化
の
傅
統
を
.植
ぇ 

っ
け
ょ
ぅ
と
す
る
o
f然
か
じ
そ
.れ
等
の
爲
め
の
制
度
の
影
響
も
第
一
世
の
過
ぎ
て
了
ふ
と
典
に
衰
滅
す
る
傾
向
が
あ
る』

(

1
1
0四
頁)

。

此
の
.
.點
で
著
t
は

依

然

、
，
樂

觀

的

で
.あ
る
と
沄
っ
て
差
支
あ
る
ま
い
。
次
い
で
、
.社
會
坐
態
學
の
一
命
題
で
あ
る
、
雜
婚
及
び
孤
立 

の
瓧
會
的
過
程
、
.そ
.の
.‘地
理
的
表
現
を
硏
究
す
る
。『

文
化
讷
障
壁
の
最
後
の
解
消
、
.同
化
作
用Q.

最
上
の
指
針
は
人
.稱
的
融
令
で
あ 

る』

此
'の
.點
.で
は
布
味
は
.

「

太
.平
萍
に
於
け
る
人
種
の
坩
禍」

と
运
は
れ
.て
，.ゐ
る
が
、
混
合
結
婚
の
集
積
的
結
果
は
、
.

『

布
嗤
に
.特
殊
.の
地
‘ 

方
型——

即
ち
新
し
い
人
雛
を
造
り
出
す
_
に

見

ぇ

る

』
(

三

0
五
頁)

。

： 

.

：

人
賴
集
圃
の
她
域
的
隔
離
も
、
：社
會
的
融
合
0
程
度
を
示
す
も
の
-で
あ
：る
が
、
.敍
で
も
結
顧
は
融
合
作
用
の
方
へ
有
利
で
あ
る
。
P 

本
人
•
.支
那
人
* 
土
人
•
フ
ィ
リ
ッ
.ビ
ン

;A
*.
ホ
.ル
ト
ガ
ル
人
等Q.

最
も
集
結
し
.た
地
域
が
無
い
で
は
な
い
が
、

ホ
ノ
ル
ル
の
如
き
を
と
つ 

て
み
れ
ば『

.是
等
の
人
M
»o
コ
ロ
一
一 

1
CP
數
X
び
特
殊
.性
は
漸
次
.減
少

-L
っ
-r

あ
る
。|

一
 
十
世
紀
の
初
め
、
ホ
ノ
ル
ル
の
國
勢
調
资
列
擧 

地
區
總
數
中
、
五
分
の
一
は
そ
の
性
質
，が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
、
即
ち
全
人
口
中
，

|

人
種
集
團
の
占
め
る
比
率
が
四
〇
ズ
以
下
で
あ
っ 

た
。

ー.：九
ニ
0
华
に
は
そ
れ
が
三
分
の
一

、1

九
i
v
o年
に
は
半
激
以
上
が
人
種
的
に
混
合
し
て
了
っ
て
ゐ
る』

(

三 

一
0

1
一
 
頁)

。 

斯

く

そ

布

哇

坶

方

內

に

於

け

る

，社

會

的

.過

程

の

總

決

箅

は

、

此

Q.

地

方

：：
§.背
#
に

適

應

し

た

举

活
0
統
合
的
組
織
が
徐
々
，で
は
あ

.

る

I 
一̂

(

一一 
八
«
.



f

布
哇
一
€
襖
社
會
の
瓧
會
.生
：翦
的
_
究』

 

ニ
拽
0

. 

O'K
-六)

が

、

，間

違.な
，く
成
立
じ
づ
‘、
あ
る
.と
云
ぷ
結
論
に
剷
達
す
る
0
今
.な
ほ
幾
多
の
特
殊
性
差
別
感
.が
准
.在
す
^
が
、
.
.其

等

は

_

次

解

俏

し 

つ
-、
あ
る
の
で
、
獨
自
の
土
着
文
.化
を
坐
.む
で
あ
ら
.う
と
：

M

ふ
：の
'が
此
の
書
の
結
論
で
あ
る
。

.
，

結
：.
.
.
.
.
.
.
.

舞

- 

•
.

扨
、
以
上
聊
か
紹
介
が
長
き
に
失
し
‘た
。：

敍
で
結
論
と
し
：て
簡
單
に
.批
評
を
の
.ベ
た
い
。
n 

. 

* 

,
. 

本
書
の
テ
1
卞
は
、
'土
地

-<
?
:人
間
0
關

係

で

あ

，
る

が

、

此

め

人

間

：
の

社

會

は

‘大
き
な
世
界
と
.の
關

聯

に

於

い

，て

此
.の

土

地

.
に

結

び

つ
 

い
て
双
て
ゐ
る

。

典
處
で
、
此
の
.發

涵

史

：の
.內

で

布

嗤
0 ;

土
地
と
人
間
社
會
と
の
_關
係
の
推
移
.に

1
つ
の
循
環
を
見
よ
う
と
す
る
の
が 

著
#
の
練
題
で
あ
る(

パ
ー
ク
敎
授
の
.緖
言
參
照)

。
此
の
事
は
著
者
が
閉
鎖
資
源
期——

開
放
資
源
期——

閉
鎖
資
源
期
の 

一
■

■
に
、 

相

當

效

果

的

：に

示

し

て

ゐ

,る
と1

K
へ
る
。

此
の
ー
ー
.ー
期
に
，
つ

い

て

、

.そ
れ
ぐ
の
生
態
即

.ち
土
地
と
人
と
の
關
係
、
社
#
的
體
制
及
び
機 

構
、
生
.活
型
及
び
生
活
.现
紙
.が
附
隨
し
僉
事
は
本
文
中
に
紹
介
し
.た
通
り
で
.あ
る
。
此
の
意
味
で
本
書
は
立
派
に
其
の
副
題
、
即
ち
布 

味
に
於
け
る
生
態
的
連
續
を
說
明
し
盡
し
.た
と
云
つ
て
差
支
へ
な
い
。

：

'

,

.唯
、
.之
れ
は
布
唾
の
資
料
に
よ
つ
て
坐
態
擧
：，の
學
理
を
確
證
す
る
と
云
ふ
よ
.oも
、
生
態
學
理
論
を
型
と
し
て
布
哇
の
生
活
事
象
を 

整
頓
し
た
と
云
ふ
方
が
適
當
で
あ
る
。
此
の
兩
宥
は
區
別
さ
れ
ね
ば
：な
ら
ぬ
。
こ
-
で
は
坐
態
理
論
の
研
究
で
な
く
て
、
生
態
理
論
の 

應
用
で
あ
る
。
：生
態
现
論
に
批
判
的
態
度
を
持
つ
奢
は
此
の
書
に
.よ
つ
て
得
る
所
は
.無
い
で
'あ
ら
う
。
又
、
；本
書
が
爲
め
に
資
料
の
取 

捨
.に
於
い
.て
偏
歪
な
き
や
否
や
を
疑
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
遺
憾
乍
ら
筆
#
と
し
て
は
、
其
の
點
迄
充
分
に
穿
盤
す
る
：能
力
を
持
た
ぬ
。 

本
書
丈
け
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
张
_
理
論
の
應
用
と
し
て
は
十
ニ
分
に
成
功
し
て
ゐ
る
と
云
_つ
：て
差
.支
あ

る

ま

い

。

.：：

本

書

の
.特
質
は
、
'
'又
別
の
方
面
か
ら
見
る
事
が
出
來
る
。
布
哇
の
事
に
關
し
て
、
摩
門
の
研
究
な
り
調
森
な
り
は
頗
る
多
い
で
あ
■ら 

ち
。
.‘興
の
地
理
な
り
產
業
な
り
'*
*
勞
働
な
.り
、
移
民
な
：り
.に
つ
い
て
"
各
々
も
つ
と
精
密
な
硏
究
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
其
の
點
に
つ
い

て
は
本
實
決
し
て
一
問
題
に
對
し
て
悉
く
盡
し
て
ゐ
る
と
はW

へ
ま
い
o
.し
か
し
寒
く
と
こ
ろ
が
坐
態
理
論
な
り
に
せ
ょ
、
_

的 

に
■
め
て
布
吐
を
取
扱
っ
た
上
に
於
い
て
’
一
っ
の
硏
究
方
间
を
乐
し
て
ゐ
る
。
移
民
史
又
は
勞
働
事
情
等
を
硏
究
す
る
も
の
も
あ
ら 

ぅ
。
栽
培
農
場
を
經
營
學
に
み
る
者
も
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
、
凡
べ
て
を
何
等
か
の
觀
點
か
ら
踪
合
し
て
見
る
襄
も
當
然
、
許
さ
れ
ね
ば 

な
ら
ぬ
。
否
、
む
し
ろ
其
の
方
に
ハ
^>
重
要
さ
が
あ
る
と
も
耷
へ
る
。
本
書
は
芷
さ
に
此
の
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
外
地
經
營
は
、
植 

民
政
策
、
農
政
學
、
'經
營
學
の
問
題
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に
示
さ
れ
た
方
向
に
於
い
て
、
社
會
學
蓉
が(

人
種
學 

土
俗
學
的
に
で
な
く〕

外
地
經
營
の
問
題
に
參
加
す
る
資
格
あ
る
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
れ
は
本
醫
の
一
っ
の
-^
績
と
茇
つ
て
差
支
あ
る

ま
ぃ
ノ 

•

か
、
る
意
味
で
、
本
書
を
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
又
本
書
に
多
分
に
產
業V

經
濟
的
な
記
述
を
豊
富
に
盛
っ
て
ゐ
る
。
社
會
學
蔣 

の
み
な
ら
ず
、
經
濟
地
理
、
植
兒
政
策
、
拓
植
方
面
の
關
係
に
も一

讀
を
II
め
る
所
以
で
あ
る
。

(
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.
p
i
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9
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